
ギャンブルと「哲学」　　　　
井　上　善　雄
１．会報8号で「賭博の見方・考え方」を述べた。今回はギャンブルの肯定・否定の考え方の基礎にあるものから述べたい。
　　ギャンブルに対する肯定・否定の様々な意見を検討すると、論者の人生観、ゲーム感、社会の有り様に対する基本的な考え方、見方に由来していると思える。人の基本的な考え方の相異には、例えば青色が好きか黄色が好きかといった感覚に近いものもあるが、そこには育った環境や現在の地位・現状に由来しているものがより大きい。
２．ギャンブル自由論ないし賭博規制緩和論は「大人の社会」での自由選択によるゲームに、国家が刑事罪で介入する必要はない又は少ないとして規制は必要最小限にすべきという。本紙への投稿もあるが、例えば大阪商大の谷岡教授らの著作やカジノ設置論者はこの考え方に立つと思われる。そして、ギャンブル依存症など病癖者へは別途特別のケアをすればよいと言うのだろう。
　　この考え方の人は、実は恵まれた立場にいたり、金儲けができたり、収益を得たかったり、既に強い地位を得ている人が多い。
　　実はカジノ導入に肯定的な谷岡教授は、宝くじが市民の金を世界最大の55％も控除している公的富くじであり、貧しい人に夢を売って売上を高める「貧乏人への税金」として批判している。また、カジノは「金持ちの遊び」として自由にしてよいと率直に語っている。氏は恵まれた家庭に生まれ、若い頃から勉学とギャンブルも楽しみ、現在の地位にもある人であろう。ギャンブル自由論にはその体験がにじんでいる。
　　逆に、家族にギャンブル依存症がいて回復も容易でない者がいたり、依存症に苦しむ人を視て救済に立たねばと考える人は、ギャンブルに批判的である。ギャンブル依存症になって破産したり、家族に迷惑をかけたり受けた人が、パチンコからカジノまでそのギャンブルがもつ魔性を指摘するのは当然である。
３．カジノ導入論の業者や周辺のＩＲ推進企業は、カジノ推進で利権を得ようとし、また得られる者である。カジノにより打撃を受ける可能性があると見られたマルハン、セガ等パチスロ会社は、大手からＩＲとカジノ事業に進出シフトしている。地方自治体も税収や地元産業の衰退に対し、著効のある新産業誘致として期待している。しかし、自らギャンブル依存症を発生させても防止や回復対策をとらない現在の公営賭博の地方自治体は、その被害、負の側面に正面から対応しない。コンサルやカジノ導入の経済効果を強調する「御用学者」の中で依存症対策や予防対策をいう者はまだ少しは「良心的」である。しかし、現状を含めその具体策についてどうせよとは展開しない。
４．ギャンブルを世の中の娯楽や薬と同視し、過剰な遊びや副作用を注意すれば足りるという考え方も「一理」はある。大麻の規制もなくし、賭博も自由にしようという外国政府もある。しかし、これら政府も全くの自由放任主義というわけではない。①供給者（提供者）、②使用者（客）、③その所有・販売・使用の質、量、程度、④時、⑤場所といった規制（制限）、コントロールをする。これは「禁止よりもコントロール」というカジノ解禁論者が使う論理である。禁止しても完全にはできず、現にヤミ賭博、カジノがあるとして、公認してコントロールすべきというものだ。
しかし、「コントロール」は「禁止」よりもっとその実効確保が困難である。コントロールは名ばかりで逸脱した実態が必ず生まれる。それはパチスロが遊技の名と三店方式の換金により、世界先進国で最大級のギャンブルとなっている実態を示すからである。
５．かつてはギャンブルでもあった囲碁、将棋、チェス、トランプ、その他のカード、ゲームも賭博化せずゲームにとどめることができ、人々はそれで十分に楽しめる。玉突き、ボーリング、ダーツといった技ゲームからボクシング、相撲、レスリングなど体力勝負は賭けゲームでなくともスポーツ化して遊び楽しむゲームにできる。今、日本の代表ギャンブルである競馬、競輪、競艇、オートレースも自動車レースと共にスポーツとして昇華させることはできる。どんなゲームも金を賭けることでしか楽しむことができないというのはそのゲームそのものを「馬鹿」にするものであろう。もとよりどんなスポーツやゲームにも表彰、賞品を付することで励みになったり客を呼び職業化も含む発展はある。しかし、金を賭けなければ成り立たないものではない。
６．歴史を遡れば、賭けは占いに始まるという。人類は富の蓄積がない下では物も金も賭けられなかった。富の集積と階級社会が生まれて特権層に賭ける物が生じたときから賭博が始まった。日本の庶民に本格的賭博が生まれたのは江戸時代後期で、最低限の食べ物以外に生産物を手にできるようになってからである。要するに、庶民は賭ける金と賭場や富くじの機会が与えられて賭博が広がったのである。
人間にとってもちろん賭博は必須のものではない。賭博と無縁な人は現代でも多い。公営賭博や宝くじがなければ人の世が成り立たない訳でも社会が成立しない訳でもない。
このように白紙の状況で人類の幸せを考えるならば、人間の生み出したギャンブル依存症という“怪物”“不要物”を除去する方法の第一は、発生源たる機会と賭博場を減少させるしかないといえる。そもそも一部の人を一時の金持ちにしても、ほとんどの人に失望させる賭博が不可欠な存在なのかといえばＮＯと言わざるを得ない。存在させる以上は、少なくとも病人や破綻者を生み出さないことが条件である。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　投稿　　　　　　　　　　　ギャンブル広告の嘘　　　　　　　　坊戸　霊巣
　スポーツ新聞でよく見かけるギャンブル書籍広告に、必勝法や出目表がある。いかにも当たるような誇大宣伝にだまされる人も結構多い。「必勝」とは必ず勝つことであって、そんなものがあれば誰だって買う。よく考えてみよう。本の筆者も他人に教えれば配当金は減る。そんなに当たるのであれば、他人に教えることなく、自分で買うはずだ。
　「いま○○円を振り込めば○○賞の情報を教えます」「○月○日の○○競馬○レースで○○円の高配当がズバリ的中」など、結果をいかにも的中したかのような全面広告には腹が立つ。ギャンブルにのめり込んでいる人は何かに頼りたい思いだろう。ますます深みにはまり、揚げ句の果てに借金生活。そして犯罪にというパターンも多分にある。
　私の知人にもその昔、給料では足らず、友人から借金や○○会費の使い込み、消費者金融数社からも借金。そして亡くなった人もいます。　
ギャンブル広告を考える　Ⅱ
　『広告は私たちに微笑みかける死体』オリビエール・トスカーニ著（岡本麻理恵訳、紀伊國屋書店　1997.2）をもとに、ギャンブル広告を考える。
　本書は、センセーショナルな内容で非難と賛辞を呼んだトスカーニの広告哲学である。その著の全ては紹介できないので、「知に対する犯罪」の章を取り上げる。広告をニュールンベルク裁判のように罪状で整理する。以下要約し、ギャンブル広告を考える。
（１）巨額資金浪費の罪　　　広告費は、1992年の経済不況下にあった日本でも3兆4400億円。この莫大な広告はあらゆる空間、あらゆる時間のテレビ、ラジオ、ネットに及んでいる。広告の面積や時間は地球上を占拠する。広告費は結局、製品・商品のコストとなり、消費者負担となっている。日本はギャンブル30兆円売上に1兆円以上の広告費を使う。
（２）社会に対する無益の罪　　　自動車広告にしても売るための広告で、その商品、サービスの無益な点をいうも悲劇は伝えない。酒やタバコの広告ももっと病人の苦しみを伝えてよいのに無視し、消費欲を刺激するばかり。ギャンブルの広告も依存症や社会への害は広告せず、売るためだけの宣伝である。
（３）虚言の罪　　　広告は根拠のない夢を売って誘うが、特にギャンブルはズバリほとんど当たらないくじ、ほとんど勝てない賭けを市民に広告する。
（４）知に対する罪　　　広告は大衆・市民に愚者の世界を見せている。広告は幸せを売るというが、「幸福の･･･」「楽園の･･･」「美しい･･･」など知を冒涜する競馬等競技を美化しカジノまで美しく見せている。
（５）意識下に働きかける罪　　　広告は罠である。欲望をかき立て、商品を欺き、大衆を煽る。賭博で夢が誰にも実現するかのように錯誤させる。
（６）排除と人種差別の罪　　　広告には選択と排除の白人を選良としたり、健常者、強者をモデルとする差別がある。貧民、移民、弱者、病者らは差別される。衣服や化粧品にせよ、白人の美人やスタイルの良い者がモデルとなり、ギャンブルでも敗者は無視され勝った者を広告する。
（７）市民平和に対する罪　　　広告は消費者に買わせるために欲求不満者をつくる。叶わぬ夢をかき立てて、精神的に落ち込む者や非行を生み出す。ギャンブルは極少の物欲を売り、多くのウツと欲求不満を生む。ギャンブルのためには我が子の安全さえ忘却する父母を生む。
（８）言葉に対する罪　　　広告は常套手段として繰り返され、「品質が良い」「良い経験になる」等を言う。品質が良いという言葉だけを走らせるが、言葉が貧困で見聞きする者の思考能力を鈍らせる。ギャンブルでは億円が当たると言いつつ、宝くじ、ＢＩＧ以下、バカバカしい嘘までついている。
（９）創造に対する罪　　　広告は誰に何を宣伝しているのか疑問が多い。商品を買い取る具体的な消費者として「個々人」への説明がなされていない。直接買う者の利益は放置され、他への夢を個々の夢と錯覚させている。真に必要な広告より美辞の魔法が使われる。ギャンブルをするより、勤労して生活に必要なものを得るのが本筋だが、魔法のより良い、本物、最大等の「品質」「体験」が「あなた」にもたらされるかのようにいう。
（１０）剽窃の罪　　　これは他の映画メディア等を利用した誘惑の広告のことだ。ギャンブルもスーパーマンや仮面キャラクターを利用するバカバカしいものもあるが、まるでその力で大金持ちになれることが不思議でないように宣伝される。広告する映画スターも自ら買うと思わせ親近感を呼ぶ。
　
　このようにトスカーニは、広告は香水を付けた死体なのに生きているように見せている、私たちに微笑みかけている、と厳しく批判するのである。
　ここまで広告全体を断罪すると反発も大きく、トスカーニに依頼して広告キャンペンーをしたベネトンという衣料メーカーに不買運動まで起こったという。しかし、クールにベネトンの広告を見れば実は真実があり、非難する側にこそ偏見、横暴、誤解、無知があったことが数多く立証されている。
（Ｙ）
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コラム　　　　　　　　　昭和２３年の寶籤と宝くじ
　昭和23年7月12日交付の「当せん券付証票法」により、宝くじは“国民のタンス預金”の収奪だった。「浮動購買力を吸収し、もって地方財政資金の調達に資することを目的とする」（1条）ものだった。しかし、昭和23年7月12日以前も旧臨時資金調整法により、昭和23年3月25日以前に発行命令が発せられた寶籤は日本勧業銀行により発行されていた。資料①の第6回拾円券は旧臨時資金調整法によるものである。1枚10円で10万通りを1組（即ち100万円分）、うち1枚に10万円が当たるというものだった。（なお、10万通りのうち10円が2万本当たる5等もあった。）手元にあるのは昭和21年12月20日抽籤期日の第6回のものだから1ヶ月に2回ペースで日本勧業銀行がやっていたことになる。
　また、資料②は当せん券付証票法によるもので、昭和23年12月31日抽籤期日の1枚30円、100万円宝くじである。10万通りを1組として200組（2000万通り）を発行し、うち1等100万円が40本当たるというものである。昭和23年はインフレーションの進行している戦後経済の混乱期であった。
この2枚の宝くじを比べると、10万円くじは日本勧業銀行が単独発行し、100万円くじは受託銀行としているので、法令の根拠も異なっていることがわかる。
資料①
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資料②
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言葉と案内　ギャンブル依存症（病的賭博）・嗜癖
　ギャンブル依存症は“症”といい、病的賭博は“病的”として症と病の文字は使い分けられる。念のため調べると、病気の性質や状態を症というが、症は既往症、狭心症等の言葉のように病気を示すことは事実であろう。また嗜癖という言い方もあるが、これは薬物や酒、タバコでも連用して止めると異常が現れる状態をいい、単なるクセではなく深みにはまった状態をギャンブル嗜癖という。
　ちなみに英語でギャンブル依存症はpathological gambling（＝病的賭博）、嗜癖はaddictionといわれるがこの言葉は常用、増加から依存も意味するからdependence（＝依存（症））までを含むと思える。
　なお、ギャンブル依存症に取り組むギャンブラーズ・アノニマス（Gamblers Anonymous）は無名のギャンブラー（依存者）の会で、略してＧＡという。その当事者の回復支援家族の自助グループがGam-Anon（ギャマノン）、ギャンブル依存者の家族・友人の会である。これらの団体は次のものがある。
①ＧＡ日本インフォメーションセンター
　　　〒242-0017神奈川県大和市大和東３－１４－６　ＫＮハウス１０１
　　　ｅ-mail：gajapan@rig.so-net.ne.jp　　FAX：０４６－２６３－３７８１
②一般社団法人　ギャノマン日本サービスオフィス
　　　TEL＆FAX：０３－６６５９－４８７９　　ｅ-mail：info@gam-anon.jp
ギャンブル依存の回復施設
③一般社団法人　セレニティーパークジャパン（グラヌスケアセンター・ラリーゲインスセンター）
　　　〒634-0065奈良県大和高田市東中２－１０－１８
　　　TEL：０７４５－２４－２０５０　FAX：０７４５－２４－２０５１　ｅ-mail：info@spj-ag.org
④特定非営利活動法人　ジャパンマック（Ｊ-ＭＡＣ）
　　　〒114-0023東京都北区滝野川７－３５－２　みのわマック方
　　　TEL：０３－３９１６－７８７８
⑤ＪＡＧＯ（ジャゴー）　民間克服支援機関
　　　TEL：０３－３６８８－６８８１　FAX：０３－３６８８－３０７７　ｅ-mail：info@jago.jp
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賭博ものしりシリーズ・１
○「一心、二物、三上、四性、五力、六論、七盗、八害」
　　博徒に必要といわれたもの。一心は心の持ち方、度胸。二物は懐具合、財力。三上は腕前（七分は運）。四性は強気。五力は負けたら腕力。六論は弁舌で相手を攻撃すること。七盗はインチキ・ゴマカシ。八害は相手を殺すということである。「明け方に　なり賭博場の殺気立ち（菊三郎）」という川柳もある。
○馬券発行
　　1906（Ｍ39）年秋、東京荏原の競馬場で4日間の馬券発売が公認された。しかし、賭博熱の弊害で禁止され、1923（Ｔ12）年の競馬法公布まで禁止された。このとき20円券で200円が当たるという庶民には程遠いものだった。
しかしその後、「家中を泣かせて　馬の尻を追い（昌坊）」の川柳も生まれた。
（参考：「ものしり事典」日置昌一　河出書房より）
小説　　　梶野好也の10日間　　　　　　　　　　　　　　大坂　弁子
　これは昔の話やあらへん。近い未来の話や。
　梶野好也という若いもんがいた。そいつの家は金持ちやねん。親父はパチンコ屋で金儲けして、勧銀のツテで宝くじなんか売る店もえらいようけやらしてた。それで一人息子の好也は贅沢な遊びをしててん。
　そこに２０２５年大阪の「夢洲リゾート」という遊びの施設（ＩＲ）ができてな。そこにカジノという一大バクチ場がつくられた。好也は子供の時から遊びに行ってたＵＳＪや海遊館の先の埋立地に豪華なＩＲができて喜んだ。これからはマカオやシンガポール、東京オリンピックで生まれたお台場リゾートまで行かんでもカジノに行ける。一般人でも大阪港から地下鉄で行ける近くの「夢洲リゾートカジノ」というワケや。
　好也は金持ちの子や。プラチナカードを持たせてもらってる。地下鉄なんか貧乏人の乗るもん。千里の豪華マンションから車で行く。車は２０００万円以上もするフェラーリや。昨日、北新地で引っかけた２０歳というて本当は１９の北野遊子という女を連れてカジノに行った。ホテルではＶＩＰ待遇を受け、大阪湾が一望できる最上階の一泊３０万円もする客室をとって夜のお楽しみもした。
ホテルには特別なＶＩＰ客用のプレイルームもある。そこでは酒なんか飲み放題のサービスや。これはカジノではコンプ（コンプリメンタリー）と言うんや。ＶＩＰルームとなるとスロットマシーンも一応あるけど、バカラ、ルーレット、キノなどディーラーがいて遊ばせてくれるゲームが中心や。
　まず好也はカードで１００万円分のチップを買った。本当は経験もなくようわからんかったようやけど、遊子の手前からも見栄をはったんやな。遊子にも５万円分ぐらいのチップを持たせてやって遊ばせた。
　はじめはルーレットで赤か黒かほぼ２分の１の確率の賭けをしていたんやけどおもろなかったらしい。１～３６の数字を特定して賭けてみた。それがうまいこと当たり、１０万円分ほど賭けたチップが何十倍にもなった。世間でいわれるビギナーズラックというやつや。それで止めたら勝ち逃げできるんやけど、もともと全部スッても１００万円と思ってる好也やさかい、今度はチップを１００万円単位で賭けるようになった。最初に大勝した快感で頭が痺れたし、早々とスッていた遊子まで抱きついて喜ぶし止められんようになったんやな。
　何百万円も勝っていた計算やけど、チップになると本当の金ちゃうから遊びの感覚。チップの小山はすぐになくなる。１回に１００万円賭けて負けたら３回で３００万円もなくなるんやけど、そんな感じがせえへんとこがカジノの怖いとこや。結局1時間ほどしてチップは全部無くなった。
　好也はルーレットはうまいこといけへんかったけど別のバカラというのやったらどうやと、またカードで２００万円分のチップを仕入れた。バカラも勝ったり負けたりする。その間に遊子のためにも食事をとったが、ついには夜通しでバカラをやり続けてん。
　このバカラというゲームはルーレット以上に自分の腕や頭がかかわるから賭けに力も入るしのめり込むんや。好也はさらに他のカードを使ってチップを買い足した。ついには負けが２０００万円を超えたが、フェラーリを担保にしてまで賭け続けたんや。
　こうしてその夜中に負けを重ねてつくった借金はなんと１億円。やけど、カジノは貴族の遊びだからと好也は外面平静を装ってた。フェラーリの件は書類にサインしてホテル側に渡した。結局、好也は高額利用の賭け客となり、ホテル代はタダになったんや。
こうなるとホテル代なんか気にせんと景気づけに自由に飲み食いした。そして、ゲンが悪いからと遊子は二晩で帰らせ、ミナミから別の女、南ミミを呼び寄せたんや。だが、ミミとは昼間遊んだだけ。昨夜のバカラの負けを見返したいという気持ちが強まるばかりやった。
そして夜、好也は今晩は必ず勝つと思い、１本３０万円の高級ワインをあけてはポーカーやブリッジなどカードゲームや、さらにはこの夢洲リゾートカジノに導入された花札の追丁カブなんかもした。しかし、それも負けが続いた。負けは総額２億円になってさすがに資金がなくなると、カジノ側も好也を上手にホテルから帰した。
千里の家に帰り、好也は考えた。親父なら預金もあるし、隠し金庫には１０億円は入っている。好也は親父の印鑑を使って口座から２０億円を自分の口座に移し、カジノへの借金２億円を手仕舞いした。そして、１０億円を持って再び夢洲に乗り込んでん。
このとき好也はもうギャンブル依存症（病的賭博）になっていた。カジノのゲームで勝ったときの記憶しかなく、冷静に判断する余裕をなくしてたんや。
２０２０年に日本で導入されたカジノでは、ギャンブルに異常にとらわれたと自覚する者のために相談窓口が別室に設けられていた。しかし、それはカジノ導入への反対意見や依存症を増やすという批判を免れるためのものやった。店側が巡回して病人を捜すようなことはせえへんし、客が一晩で１０００万円負けようが賭けを止めさせへん。あくまで客がいうた場合の相談コーナーやった。その相談員はカジノ場経営者が雇うもんで一定の時間在室しているだけやった。カジノ客の中の病人らしき者を捜すわけでもあらへん。日本のカジノ第１号のお台場では荒れた客がガードマンに連行された。そこで治安と落ち着かせる役目もするのがケアコンサルタントやった。
好也もそんな相談室なんか知らへん。入場したとき受け取ったガイドに相談窓口が小さく書かれていたけど読みもしていなかった。仮に知っていても自分は病人ではないと思っていたから相談に行くはずもあれへん。デパートの客中の買い物依存症者に買い物の異常者は相談室がありますという案内をするようなもんやった。
結局、入場する客を全て登録して、その者の資力や収入を点検でき、そして１日ごと月ごとの賭け額まで把握して、行政や店側が賭博結果をチェックし、上限に達すれば停止させるという北欧のようなやり方をせんとちゃんと防げへん。
こうして好也は、毎日のように億単位の金を用意して夢洲に通ったんや。カジノのホテルは、好也の預け金をみてＶＩＰ専用の部屋を用意して酒や料理もサービスにしたんや。コンプをここまでされると、好也は王侯貴族のような気分になった。実は部屋付きの女性も特別に用意されてた。女は自分の素性まで詳しく話さんけど、好也の求める希望は何でも叶えた。だからもう特に女を連れてくる必要もあれへん。服装もカジノに並ぶ高級店でいつでも買って気分を変えられた。美女を連れて夜９時にカジノを訪れる好也を、「ナイスＧＵＹ」とホテルマンやディーラーも呼ぶようになってた。
４日目以降、好也は１回に億の金を賭けることもあった。こうなると並のチップでは役に立たへん。特別のゴールドチップ（１枚１０００万円）も用意された。
こうして好也は１週間もカジノ（ホテル）に滞在してん。そしてバカラやルーレットをやり続けた。１日ごとの勝ち負けの清算表をみると、１日で７億円も勝った日もあった。カジノの控除率１０％とすれば配当率はほぼ９０％はあるから、全ての賭けに平等に賭ければ負けは１０％以内となる。しかし、それでは１日中やって１億円が９０００万円になるだけだから面白くもない。ギャンブルは１が１０になり１００になるから面白い。だから、その勝ち負けの結果はものすごう乱高下する。１日目５億円負け、２日目３億円勝ち、３日目７億円勝ち、４日目６億円負けだった。もちろん１ゲームで賭けた金が１０～１００倍になるかゼロかという結果やから、大金を用意して１回の賭け金が少額なら１日やっても終わらない。しかし、１０万円が１００万円に、１００万円が１億円にもなるというのがギャンブルやから、その興味が無いとやってられん。連敗しとっても一発大逆転を夢見て次々大金を賭けるんや。
好也は４日目まで１億円の負けだった。しかし、億の金が飛ぶカジノでは、５日目にもっと強気に出てみた。そして８億を勝った。１ゲームで１０００万円以上賭ける。そうやって１０億円を勝って２億円は負けたんや。
６日目も初めは１億円勝ったが、最後には３億円負けた。そして７日目はこれまでに４億円は勝っていると欲が出た。賭けゲームは１億円単位の賭けが増えた。もう好也は夢中だった。１億円も１万円も同じだった。ＶＩＰの客で１０億円の預け金があれば、ディーラーも内心驚くだけで何喰わぬ顔してゲームを続けた。そして好也はついに預けてあった１０億円を全てスッた。負けたんや。
賭ける金がなくなって丁寧にカジノを追い出されてからも、一見平然としているが頭の中は呆けてしもた。食べるものも偏り、睡眠不足に酒浸りではまともな筈もあれへん。帰ったら家では父親が「お前、何をしたのかわかってるのか。金庫を開けて金をとっていったのを妹が見ている。お前に間違いない」と問い詰めた。
「カジノで負けてしもうた」と言って好也は床に倒れた。脳内出血だった。親父が２０年以上かかってパチンコ屋で稼いだ金を１０日で浪費したのがカジノだった。
「一生を十日で壊すカジノ」は怖い。「賭博院梶野居士」、これが好也の墓碑銘やねん。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
コラム　　　ギャンブルと「政治屋」　パチンコ議連と風営法改正議連
○日本のギャンブル産業に関わっている議員は非常に多い。カジノ合法化を目指すカジノ族議員がＩＲ議連として200名に近い“大勢力”であることはこれまでにも述べた（会報15号　2013.8.23）。また、パチンコ議連も事務局だより（会報17号　2013.11.1）で紹介している。このパチンコ議連と呼ぶのはパチンコチェーンストア協会の「政治分野アドバイザー」の組織に名を連ねている者である。これらの議員には遊技業振興議員連盟やＩＲ議連・役員を兼ねている者が多い。自民党23名、日本維新の会8名、民主党7名、生活の党1名で計39名である。民主党は2012年には20名いたが衆院選で落選し、自民党や日本維新の会と入れ替わっている。
○公営ギャンブル（競馬、競輪、競艇、オートレース、宝くじ・toto）には関係する省庁にあわせた族議員が多くいる。これらの族議員は利権とその利権を支える企業からの金と票を集めるという仕組みだ。こんな議員は政治家というよりひもつき「政治屋」であろう。
○2014年2月14日、「時代に適正した風営法を求める会」という議員連盟の発起人集会があった。2013年から「ダンス文化推進連盟」という議連が風営法規則を緩和するために動いているが、これとは別に新しく、自民党の元法務大臣の保岡興治と高村正彦、元国家公安委員長の野田毅ら大物が加わる「風営法改正議連」がつくられた。こちらはパチンコにかかる風営法を改正することが狙い。ズバリ、パチスロ換金容認を目指している。民間企業のカジノを認めうるＩＲ法が6月にも立法化しようというこの時に、パチスロ界の換金禁止→三店方式の脱法状態から換金を容認された事業へとの要望に添うものだ。20兆円産業からズリ落ちつつあるパチスロ産業の拡大回復を図ろうとの業界は、議連議員らを表裏で応援する。
　　パチスロは実質ギャンブル（賭博）だが、風営法上の遊技といっていた。しかし、カジノ導入の流れを見て、①カジノに客を取られる心配、②カジノに参入したい業界大手の思惑から、パチスロでも換金を堂々とできるよう方策を考えて欲しいとの動きに変わっている。
書籍紹介　「大切な人をパチンコから取り戻すために」ＪＡＧＯ代表　大崎大地
（太陽出版2014.3.4発行　1500円＋税）
　自らのギャンブル（パチンコ）依存症克服体験から依存症救済に立ち上がった筆者がパチンコ依存症について詳しく述べる。克服方法として①学習、②気づき、③認知、④決意、⑤行動、⑥克服、⑦完全克服の7つのサイクルと注意を述べる。パチンコを取り巻く闇とパチンコ撲滅を説く。明確な論理と依存症の最新知見を踏まえて論じておりわかりやすい。
　自らの「被害者」としての体験から賭博産業のパチンコと、これを許している政治行政を厳しく告発している。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
カジノ・ギャンブル川柳　　～お題「税」～
　　宝くじ　totoは天から　税払い　　　　／　　　　勝馬の分だけ　一時所得税
　　パチンコの　店も客とも　脱税し　　　／　　　　賭博して　申告する馬鹿　どこにいる
　　配当金　源泉しなけりゃ　税とれず　　／　　　　貸し玉も　消費税なら　かかります
　　入場料　とらぬは名だけの　遊技場　　／　　　　ネット買い　取り締まられる　競馬ファン
　　１年の　勝った券代　のみ経費　　　　／　　　　負け券は　いくらあっても　経費外
ボートピア　サテライト　ウイング　脱税所
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ギャンブル替え歌シリーズ　　
津軽海峡・冬景色　→　博奕海峡・浮遊景色
　阿久悠作詞、三木たかし作曲、石川さゆり唄の1976年ヒットメロディの替え歌です。
（１）上野発の夜行列車乗ったときから　明日のレースで大穴を
　　　予想ハズレ　負けた群れは誰も無口で　次の勝負に賭けている
　　　私もひとり　三連単に賭け　　こごえそうなレース見つめ　待っていました
　　　ああ･･･　博奕海峡　浮遊景色
（２）ごらんあれが本命馬　予想はずれと　　見知らぬ人が指をさす
　　　タバコくもる　場内から出てみたけど　　ハズレ馬券が散らばるだけ
　　　さよなら　あなた　私は帰ります　　風の音が胸をゆする　泣けとばかりに
　　　ああ･･･　博奕海峡　浮遊景色
嵐を呼ぶ男　→　破産を呼ぶ男
　石原裕次郎の1958年の歌。オイラはドラマーがギャンブラーになると･･･。
　　　俺いらはギャンブラー　やくざなギャンブラー
　　　俺いらが賭けたら　嵐を呼ぶぜ　　喧嘩代わりに　大賭けすれば
　　　オレもオヤジも　ぶっとぶぜ
　　　　※　この野郎　大穴だ　最初は連単だ、ホラ連複だ、おっとハズレタ
　　　　　　畜生　一発当てたかったな　倍にして戻すぜ　三連単だ、単勝だ、三連複
　　　　　　ええい面倒だい　　この辺でノックアウトだ

１．第３回総会の御報告（４月４日午後１時～３時　プロボノセンター）
　〈出席者〉会員５名、委任状８名
〈活動報告〉会報にもあるように近時はカジノ（ＩＲ）導入問題を中心に取り組んでいます。3月以来、全国自治体に情報公開請求をしてその動きを調査しています。また、全国的にも市民のカジノ反対運動が盛んになってきました。
〈役員人事〉特に自薦もなく、井上が引き続き代表兼事務局をさせていただくこととなりました。
〈今後の活動〉9月5～6日に岩手県盛岡市で開催される第21回全国市民オンブズマン全国大会の場で分科会などを開き、全国のオンブズマンにギャンブル依存と行政対応について訴えて関心を持ってもらおうとの提案を井上より出しました。東北を中心にこの点の検討をするということで、前向きに取り組もうということになりました。
　　　　会員の皆さん、9月5～6日の全国大会＆岩手県の震災復興ツアーに参加できるよう予定を組みませんか？
２．各集会・団体等への参加報告
4月6日、大阪天六で「カジノはいりまへん集会」が開かれ、当会からも会員3名が参加しました。大阪の議会や5月からのＩＲ法成立の動きに対して反対運動の展開が急務となっています。私たちはこの点、具体的要望、陳情をどう有効化するか工夫が求められます。
4月12日に「全国カジノ賭博場設置反対連絡協議会」が設立されました。当会もコミットしたいと考えます。また独自に“有効打”を出したいとも考えています。
３．韓国カジノ見学ツアー
　　日本にカジノが解禁されたときの姿に近いと思われるのは、韓国ソウル郊外の江原ランドカジノです。既に資料ＤＶＤ（500円）でも紹介されていますが、「百聞は一見にしかず」です。堀田文一大阪府議（共産党）呼びかけによる6月22（日）～24日（火）の日程での実態見学ツアーが企画されています。金額は97,800円（一人部屋は追加17,000円）とソウル周辺ではやや高めですが、当会では組めない企画ですので参加するか一考してみて下さい。
　　詳細のお問合せや参加希望の方はまずは井上までご連絡下さい。ツアーの申込〆切が5月13日、定員40名とのことですのでお早めにどうぞ。
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事務局だより





当会は財政上は専らカンパで成り立っています。


会費・カンパを下記口座までお願いします。


記


りそな銀行　北浜支店　普通０１１５７１９


口座名義：ギャンブル被害をなくす会
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